
千
葉
。西
根
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
千
葉
県
印
西
市
戸
神
字
棚
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）
七
月
―
二
〇
〇
〇
年

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
帥
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
榊
原
弘
二

・
沖
松
信
隆
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
迫退
物
包
蔵
地

・
自
然
流
路

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

西
根
遺
跡
は
、
印
膳
沼
に
注
ぐ
神
崎
川
の
支
流
で
あ
る
戸
神
川
に
開
析
さ
れ

た
標
高
四
ｍ
前
後
の
谷
津
に
立
地
す
る
。
区
画
整
理
事
業
に
関
わ
る
県
道
建
設

に
伴
い
、　
一
九
九
九
年
か
ら
二

〇
〇
〇
年
に
か
け
て
三
次
に
わ

た
っ
て
調
査
を
実
施
し
た
。

縄
文
時
代
後
期
か
ら
近
世
に

か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
、
特
に

縄
文
時
代
後
期
を
主
体
と
し
て

い
る
。
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、

縄
文
時
代
後
期
か
ら
近
世
に
至

る
流
路
と
古
墳
時
代
前
期
の
堰

で
あ
る
。
奈
良

・
平
安
時
代
の
流
路
か
ら
木
製
形
代

（人
形
・
馬
形
）
や
人
名

の
記
載
さ
れ
た
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
は
、　
一
九
九
九
年
の
確
認
調
査
時
に
テ
ス
ト
ピ
ツ
ト
か
ら

一
点
出
土
し

た
も
の
で
、
明
確
な
遺
構
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

０
〕
　
　
「
ｏ
［日日
日
日
日
日日
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（富
じ
×
∞］
×
∞
　
ｏぢ

下
端
と
側
面
の
一
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
表
裏
と
も
平
坦
で
、
上
部
が
厚
く
、

下
部
が
極
端
に
薄
い
作
り
と
な
っ
て
お
り
、
薄
い
部
分
の
厚
さ
は
二
剛
程
度
し

か
な
い
。
頭
部
近
く
に
小
孔
が

一
カ
所
穿
た
れ
て
い
る
。
樹
種
は
ヒ
ノ
キ
で
あ

る
。
墨
書
は
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
木
簡
の
年
代
は
、
遺
構
に
伴

わ
な
い
た
め
明
確
で
は
な
い
が
、
奈
良
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
所
産
で
あ

ろ
つゝ
。

９
　
関
係
文
献

側
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『印
西
市
西
根
遺
跡
』
全
一〇
〇
五
年
）
（栗
田
則
久
）

(佐 倉)




